
     
 

 令
和
六
年
度 
推
薦
入
学
試
験
問
題 

 
兵
庫
県
立
農
業
大
学
校 

  

『
国 

語
』 

 
    
 

 

 
 

受
験
番
号 

 

名 
 

前 
 



一 

次
の
①
～
⑤
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
を
漢
字
に
、
⑥
～
⑩
傍
線
部
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で

（ 
 

）
の
中
に
記
し
な
さ
い
。
（
各
１
点
、
合
計
１
０
点
） 

 
①  
道
端
で
古
い
財
布
を
ヒ
ロ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

②  

近
年
、
読
書
離
れ
の
ケ
イ
コ
ウ
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

③  

シ
ン
セ
ン
な
野
菜
を
食
べ
る
。 

 
    

         
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

④  

負
け
ず
嫌
い
は
父
か
ら
の
イ
デ
ン
か
も
し
れ
な
い
。 

 
  

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑤  

ピ
ア
ノ
を
ヒ
く
と
子
供
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
。 

      

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑥  

森
林
の
伐
採
が
こ
の
災
害
を
も
た
ら
し
た
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑦  

事
件
の
発
端
は
、
彼
の
あ
の
一
言
だ
。 

 
    

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑧  

年
を
取
る
と
、
ど
う
も
動
作
が
緩
慢
に
な
る
ら
し
い
。  

 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑨  

係
員
が
来
場
者
に
注
意
を
促
し
た
。 

 
 
  

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

⑩  

怠
惰
な
生
活
に
終
止
符
を
打
つ
。 

 
 
   

 
 
 
 
  

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

 

二 

次
の
故
事
成
語
の
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（
各
１
点
、
合
計
５
点
） 

① 

漁
夫
の
利
（ 

） 

② 

守
株
（ 

） 
 

③ 

矛
盾
（ 
） 

④ 

杜
撰
（ 

） 
    

⑤ 

蛇
足
（ 

） 
 

 

ア 

い
い
か
げ
ん
な
こ
と 

 

イ 

よ
け
い
な
こ
と 

ウ 

い
つ
ま
で
も
普
通
の
や
り
方
し
か
し
な
い
こ
と
。 

エ 

つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
こ
と
。 

オ 

変
わ
っ
た
行
い
を
し
て
い
る
こ
と
。 

カ 

第
３
者
が
利
益
を
横
取
り
し
て
し
ま
う
こ
と
。 

キ 

取
り
こ
し
苦
労
を
す
る
こ
と
。 

 
 
 

 

三 

次
の
敬
語
の
使
い
方
に
つ
い
て
（ 

）
か
ら
正
し
い
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

（
各
１
点
、
合
計
５
点
） 

① 

父
は
今
、
家
に
（
ア 

お
り
ま
せ
ん 

イ 

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん 

ウ 

い
ま
せ
ん
）。 

② 

お
客
様
、
こ
こ
で
（
ア 

お
待
ち
申
し
て 

イ 

お
待
ち
に
な
さ
っ
て 

ウ 

お
待
ち
に
な
っ
て
）

下
さ
い
。 

③ 

冷
め
な
い
う
ち
に
、
ど
う
ぞ
（
ア 

い
た
だ
い
て 

イ 

食
べ
て 

ウ 

召
し
上
が
っ
て
）
く
だ
さ

い
。 

④ 

明
日
は
日
曜
日
で
す
が
、（
ア 

来
ら
れ 

イ 

来
れ 

ウ 

ま
い
れ
）
ま
す
か
。 

⑤ 

お
忘
れ
物
を
（
ア 

し
ま
せ
ん
よ
う 

イ 

な
さ
い
ま
せ
ん
よ
う 

ウ 

い
た
し
ま
せ
ん
よ
う
）
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

 

① 

（ 
 

）
②
（ 

 

）
③
（ 

 

）
④
（ 

 

）
⑤
（ 

 

） 

 



 
四 
次
の
文
章
を
読
み
、
あ
と
の
問
一
～
問
四
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
（
合
計
２
０
点
） 

  

私
自
身
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
笑
い
に
親
し
ん
で
き
た
。
①

小
学
校
低
学
年
、
友
人
た
ち
と
夢
中
に
な
っ
て

回
し
読
み
し
た
ギ
ャ
グ
漫
画
。
自
分
で
も
、
下
手
く
そ
な
ギ
ャ
グ
漫
画
を
描
き
も
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
、

父
や
祖
父
に
連
れ
ら
れ
て
寄
席
に
通
っ
た
。
大
学
生
に
な
っ
て
も
寄
席
に
は
だ
い
ぶ
通
っ
て
、
贔
屓
の
芸

人
さ
ん
も
で
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
数
年
、
眠
り
に
就
く
前
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
コ
メ
デ
ィ
を
観
る
の
が
最

高
の
、
喜
び
と
な
っ
て
い
る
。 

 

一
体
、
人
間
に
と
っ
て
笑
い
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
？ 

生
き
る
上
で
、
笑
う
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ

う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

笑
っ
て
い
る
時
に
、
人
間
の
脳
の
中
で
は
何
が
起
き
て
い
る

の
か
？ 

そ
の
よ
う
な
問
題
に
、
ず
っ
と
関
心
を
抱
い
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 

笑
い
と
は
、 

Ａ 

気
楽
な
も
の
で
は
な
い
。
時
に
そ
れ
は
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
の
切
な
さ
、
難
し

さ
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
恐
怖
や
不
安
が
笑
い
の
背
景
に
あ
る
こ
と
も
多
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
コ
メ
デ
ィ
で

は
、
社
会
に
対
す
る
風
刺
が
笑
い
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
一
方
で
、
笑
い
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
は
、
単
な
る
批
判
で
は
笑
い
に
な
ら
な
い
こ
と
も

知
っ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
、
目
的
が
「
笑
う
」
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
大
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
と
、
繊
細
な
文
脈
の
設
定
が
必
要
と
な
る
の
だ
。 

笑
い
の
た
め
に
は
、
時
に
は
身
を
捨
て
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
自
分
の
欠
点
、
ダ
メ
な
と
こ
ろ
を
客

観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
よ
う
な
「
メ
タ
認
知
」
の
能
力
が
、
笑
い
に
は
欠
か
せ
な
い
。

あ
る
人
が
、
自
分
の
欠
点
を
懸
命
に
隠
そ
う
と
す
る
と
、
周
囲
の
人
た
ち
は
か
え
っ
て
そ
の
こ
と
が
気
に

な
っ
て
仕
方
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
自
分
の
一
番
痛
い
ポ
イ
ン
ト
を
、
人
前
で
ユ
ー
モ
ア
を
も
っ
て
話

す
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
そ
れ
だ
け
自
分
自
身
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
。 

「
あ
る
人
の
価
値
は
、
何
よ
り
も
、
自
分
自
身
か
ら
ど
れ
く
ら
い
解
放
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
決

ま
る
。」 

相
対
性
理
論
を
創
っ
た
天
才
物
理
学
者
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
そ
の
よ
う
に
言
っ
た
。 

そ
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
忘
れ
な
か
っ
た
人
だ
っ
た
。
そ

の
こ
と
と
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
相
対
性
理
論
と
い
う
革
命
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
は
関
係
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。 

 

自
分
自
身
を 

Ｂ 

し
て
、
苦
し
い
こ
と
を
笑
い
に
転
化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
生
き
る

上
で
の
前
向
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
自
分
の
欠
点
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
る

こ
と
で
、
そ
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
欠
点
を
隠
し
て
、
う
や
む
や
に
し
て
し
ま
っ
た
り
、
実
際

以
上
に
自
分
を
大
き
く
見
せ
よ
う
と
し
た
り
す
る
よ
り
は
、
は
る
か
に
素
晴
ら
し
い
人
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
。 

②

「
笑
い
」
は
人
生
の
階
段
を
上
が
る
た
め
の
支
点
で
あ
る
。
生
き
る
以
上
、
ど
ん
な
人
に
も
苦
難
は
訪

れ
る
。
し
か
し
、
笑
い
が
あ
れ
ば
、
逃
れ
よ
う
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
泥
沼
か
ら
も
、
す
っ
と
身
体
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
笑
い
は
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
。
ざ

ら
ざ
ら
と
し
た
非
難
の
代
わ
り
に
、
愛
の
あ
る
ツ
ッ
コ
ミ
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
笑
い
が
あ

れ
ば
、
経
済
や
社
会
の
状
況
が
ど
ん
な
に
悪
く
な
っ
て
も
、
な
お
も
前
向
き
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
日
々



を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
茂
木

も

ぎ

健け
ん

一
郎

い
ち
ろ
う

「
笑
う
脳
」） 

※
寄
席
＝
落
語
や
漫
才
な
ど
を
上
演
す
る
場
所
。 

※
コ
メ
デ
ィ
＝
喜
劇 

※
メ
タ
認
知
＝
こ
こ
で
は
、
自
分
の
思
考
や
行
動
を
客
観
的
に
と
ら
え
て
理
解
す
る
こ
と
。 

※
相
対
性
理
論
＝
物
理
学
の
基
礎
理
論
。 

※
ツ
ッ
コ
ミ
＝
こ
こ
で
は
、
相
手
の
お
か
し
さ
な
ど
を
、
漫
才
の
よ
う
に
指
摘
す
る
こ
と
。 

 

問
１ 

 

Ａ 

に
入
る
最
も
適
切
な
言
葉
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
３
点
） 

ア 

決
し
て 

 

イ 

た
と
え 

 

ウ 
も
し 

 

エ 

お
そ
ら
く 

 

（ 
 

 
 

） 

  

問
２ 

 

Ｂ 

に
入
る
適
切
な
言
葉
を
、
文
中
か
ら
四
字
で
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。（
５
点
） 

  

問
３ 

Ⅰ
線
部
①
で
は
、
特
徴
の
あ
る
表
現
が
用
い
ら
れ
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
表
現
上
の
特
徴

と
そ
の
効
果
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
３
点
） 

ア 

主
語
の
省
略
に
よ
り
、
集
団
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
伝
え
る
効
果
。 

イ 

体
言
で
文
を
終
え
る
こ
と
に
よ
り
、
回
想
風
の
味
わ
い
を
出
す
効
果
。 

ウ 

対
句
的
な
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ズ
ム
感
を
生
み
出
す
効
果
。 

エ 

同
じ
言
い
回
し
の
反
復
に
よ
り
、
筆
者
の
気
持
ち
を
強
調
す
る
効
果
。 

（ 
 

 
 

） 

 

問
４ 

Ⅰ
線
部
②
「『
笑
い
』
は･････

支
点
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
筆
者
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
笑

い
に
よ
っ
て
何
を
得
ら
れ
る
か
ら
か
。
笑
い
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
を
、
そ
れ
を
得
る
方
法
を
含
め

て
、
五
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、「
客
観
的
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
。
ま
た
、
句
読

点
等
も
字
数
に
含
め
る
。（
９
点
） 
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令和６年度 推薦入学試験 試験問題 

「 数学 」 

 

 

 

 

 

 

 

受験番号  

名前  

 

兵庫県立農業大学校 

  



１ 次の計算をせよ。（各２点） 

（１） + − (− ) 
 

（２）3 × (−2) ÷ 24 
 

（３）7− 12 ÷ (−2)  

 

 

２ 次の問いに答えよ。ただし、式も解答用紙に記入すること。（各３点） 

 2 種類の商品 Aと商品 Bがある。男女合わせて 100 人の生徒に、A、Bのどち

らかを必ず選ぶものとして、「商品 A と商品 B のどちらを購入したいか」とい

うアンケートを実施した。その結果、商品 Aと答えた生徒は、商品 Bと答えた

生徒より 4人多かった。 

 また、商品Bと答えた生徒は男子生徒全体の75％の人と女子生徒全体の30％

の人を合わせた数であった。 

 

（１）商品 Aと答えた生徒は何人か。 

 

（２）100 人のうち、男子生徒と女子生徒はそれぞれ何人いたか？ 

 

（３）男子生徒全体の  ％の人と、女子生徒全体の 2  ％の人を合わせた人数

も、商品 Bと答えた生徒数に等しくなるという。このときの  を求めよ。 

 

 

３ 次の方程式を解け。（各２点） 

（１）( + 4)( + 3)＝2 
 

（２） − 13 − 30 = 0 
 

（３）( − 3) + ( + 3)( − 7) = 0 
 

（４）5 = 100 
  



４ BC と DE が平行で、AD:DB＝3：1、△ADE の面積が 9 ㎠のとき、四角形 DBCE

の面積を求めよ。（３点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 下図のような道路において、A から B への最短の道順のうち、次の場合の数

を求めよ。（各２点） 

 

     

   
Q 

 

     

   P  

 

 

（１）必ず P を通る道順 

 

 

（２）Q を通らない道順 

 

  

A 

B 

E 

C 

D 

3 

1 

A 

B 



令和６年度 推薦入学試験 「数学」計算用紙 

 

受験番号  

名前  

 

 



 

 

 

 

 

令和６年度 推薦入学試験 試験問題 
 

 

 

 

 

 

「 農業（一般） 」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験番号  

名  前  

 

 

 

 

 

兵庫県立農業大学校 
  



  



次の各問いに答えなさい。問題は全部で 15 問あります。答えは解答用紙に番号で記入しな

さい。（各 2点） 

 

１ 食料自給率についての説明で、間違っているものは次のうちどれですか。  

① 食料自給率とは１人１日当たりに供給される食べ物全体うちで、どのくらい国内で作

られているかを示す指標である。 

② 2018 年度の日本のカロリーベースの食料自給率は 37％であった。 

③ 主要先進国のうちで最も食料自給率が高いのはアメリカである。 

 

２ 野生鳥獣による兵庫県の農作物被害等の発生状況についての説明で、正しいものは次の

うちどれですか。 

①兵庫県の獣害による農作物被害はイノシシ、シカによる被害がほとんどを占めており、

サルの被害は少ない。 

② 兵庫県の農業被害は年々増加しており、被害額も年間 10 億円を超えている。 

③ 兵庫県では、アライグマによる被害は発生していない。 

 

３ 地球温暖化についての説明で、間違っているものは次のうちどれですか。 

① 温室効果ガス全体の６割を占める二酸化炭素の主な発生原因は、石油、石炭、天然ガ

スなどの化石燃料の燃焼である。 

② 地球温暖化によって日本では、日最低気温 25℃以上の熱帯夜が増加傾向を示している。 

③ 地球温暖化が進むと、いもち病の激発地帯が全国に広がることが懸念されている。 

 

４ 農業・農村のもついろいろな働きについての説明で、間違っているものは次のうちどれ

ですか。 

① 田畑の土が雨水の受け皿となって、洪水を防止している。 

② 美しい農村の風景は人々の心を和ませてくれる。 

③ 田畑の作物にはいろいろな害虫が集まってくるので、生物多様性は壊されている。 

 

５ 光合成についての説明で間違っているものは次のうちどれですか。 

①光合成は、光のエネルギーを使い、葉の細胞にある葉緑体の中で行われている。 

②光合成には、原料として水と酸素が必要である。 

③作物の収量や品質を高めるには、光合成量を多くする栽培管理が必要である。 



６ 植物の呼吸についての説明で、間違っているものは次のうちどれですか。 

① 植物は光合成をしている間は呼吸を休み、呼吸をしている間は光合成を休んでいる。 

② 植物は呼吸によって、体の維持と成長に必要な「生命活動エネルギー」をつくり出し

ている。 

③ 植物は呼吸によって空気中の酸素を体内に取り込み、二酸化炭素を体外に放出してい

る。 

 

７ 有機質肥料についての説明で、正しいものは次のうちどれですか。  

① 油かすは天ぷら製造の際に発生する天かすを肥料にしたものである。 

② 骨粉には肥料成分(要素)のうち、リン酸が多く含まれている。 

③ 有機質肥料の草木灰には窒素分が多く含まれている。 

 

８ 肥料の 3要素についての説明で、正しいものは次のうちどれですか。 

① 窒素は、葉や茎の生育を促進し、葉色を濃くする。 

② リン酸は、根や茎を強くし、植物に耐寒性・耐病性をつける。 

③ カリウムは、開花や結実を良くし、新根の発生にも働いている。 

 

９ 作物を育てる土壌についての説明で、間違っているものは次のうちどれですか。 

① 団粒構造の土をつくるには、砂や粘土の粒子を結びつける腐植が必要である。 

② 作物を育てるのに適した良い土とは、通気性、保水性、保肥力のある団粒構造の土で

ある。 

③ 腐植は、微生物が土壌中の無機養分を分解することで増加する。 

 

10 野菜の病気についての説明で、間違っているものは次のうちどれですか。 

①野菜の病害の原因には、カビ（糸状菌）、細菌、ウイルスによるものがある。 

②発生する病害のおよそ 8割が、ウイルスによるものだといわれている。 

③ 窒素を多く施すと、病気の発生を助長する。 

 

  



11 害虫の防除についての説明で、間違っているものは次のうちどれですか。 

① 天敵を活用して、害虫の生育密度を減らすことで被害を軽減する方法は、「生物的防除」

の一つである。 

② 害虫の飛来や産卵を防ぐため、野菜を防虫ネットで覆うのは「物理的防除」の一つで

ある。 

③ 株元を銀色のポリマルチで覆って光を反射させ、アザミウマなどの害虫が近づいてこ

ないようにするのは「耕種的防除」の一つである。 

 

12 神戸ビーフの説明で正しいものは次のうちどれですか。 

① 神戸ビーフは、国内のみで販売されており、海外には輸出されていない。 

② 神戸ビーフは日本一厳しいと言われている定義があり、この定義を守った選りすぐり

の牛肉が神戸ビーフと呼ばれる。 

③ 神戸ビーフの素となる牛は全国各地で飼育されており、需要を満たしている。 

 

13 イネの中干しについての説明で、正しいものは次のうちどれですか。 

① 苗の移植後、分(ぶん)げつを増やすために行なう。 

② 栽培の途中で土中に酸素を供給し、土を乾かすために行なう。 

③ 収穫後に実を乾燥させるために行う。 

 

14 ＪＡＳマークについての説明で、正しいものは次のうちどれですか。 

① 厚生労働省に安全規格に適合していると判定された飲食料品につけるマーク。 

② 農林水産省に品位・成分・性能などが規格に適合していると判定された飲食料品と林

産物につけるマーク。 

③ 消費者庁に消費安全規格に適合していると判定された飲食料品につけるマーク。 

 

15 食品のトレーサビリティについての説明で、正しいものは次のうちどれですか。 

① 食品の移動を把握できるように、商品の生産・加工・流通の段階を通じて記録を作成

し、保存しておくことである。 

② 食品事故などの時に、原因究明や商品回収をしないようにする仕組みである。 

③ トレーサビリティは、「生産工程管理」と呼ばれている。 
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